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What brought
you here?

中
之
島
で
出
会
っ
た
５
つ
の
旅
。

日
本
中
を
驚
か
せ
て
い
る「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
」の
波
は
、中
之
島
周
辺
に
も
。

す
る
と
気
に
な
る
の
は
、み
な
さ
ん
何
を
し
に
来
て
い
る
の
？ 

と
い
う
こ
と
。

世
界
中
を
旅
し
た
経
験
を
持
つ「
遊
牧
ラ
イ
タ
ー
」こ
と
近
藤
雄
生
さ
ん
と
一
緒
に
、

そ
の
様
子
を
少
し
だ
け
覗
き
に
行
っ
て
み
た
。

文
／

近
藤
雄
生（

ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョン
ラ
イ
タ
ー
）

み
な
さ
ん
、大
阪
で

何
を
し
て
い
る
ん
で
す
か
？

　

と
、
そ
の
う
ち
に
、
末
っ
子
ら
し
き
リ
ン

ジ
ン
さ
ん
が
「
ワ
タ
シ
ハ
ダ
イ
ガ
ク
４
ネ
ン

セ
イ
デ
ス
」
と
日
本
語
で
言
う
で
は
な
い
か
。

聞
く
と
「
キ
ム
タ
ク
が
好
き
！
」
と
、
古
典

的
日
本
フ
ァ
ン
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
、
さ

ら
に
「
秋
か
ら
ワ
ー
ホ
リ
で
日
本
に
来
ま

す
！
」
と
も
。
台
湾
に
行
っ
た
時
、
そ
の
親

日
的
雰
囲
気
に
感
激
し
た
が
、
彼
女
も
さ
ら

に
日
本
を
好
き
に
な
っ
て
く
れ
た
ら
と
願
い

つ
つ
、
と
て
も
嬉
し
い
気
持
ち
に
な
っ
た
の

で
あ
る
。

　

そ
の
勢
い
で
次
に
声
を
か
け
た
の
は
、
サ

イ
ク
リ
ン
グ
ツ
ア
ー
中
の
ア
メ
リ
カ
人
の
ホ

セ
で
あ
る
。
彼
は
初
関
西
だ
と
い
う
の
に
中

之
島
を
知
っ
て
い
る
と
い
う
。「
こ
こ
は
島

で
、
ビ
ジ
ネ
ス
街
な
ん
だ
ろ
う
？
」。
お
お
、

ホ
ン
ト
に
知
っ
て
る
！　

興
奮
す
る
と
、「
い

や
、
さ
っ
き
ガ
イ
ド
が
教
え
て
く
れ
て
ね
、

は
は
は
」
と
、
な
る
ほ
ど
な
ご
回
答
（
笑
）。

で
も
こ
ち
ら
を
し
っ
か
り
喜
ば
せ
て
く
れ
る

あ
た
り
が
や
は
り
ア
メ
リ
カ
人
な
の
で
あ
る
。

「
ま
た
ね
！
」。
ス
ー
ツ
が
似
合
い
そ
う
な
知

的
系
男
子
ホ
セ
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
島
民
の
一
人

の
よ
う
に
颯
爽
と
東
に
走
り
去
っ
た
。

　

こ
の
３
組
か
ら
大
胆
に
断
言
し
よ
う
。
外

国
人
は
み
な
、
ち
ゃ
ん
と
中
之
島
を
目
指
し

て
橋
を
渡
っ
て
来
て
い
る
の
だ
!

　

場
所
を
移
し
て
次
は
大
阪
城
へ
。
天
守
閣

に
向
か
っ
て
歩
い
て
い
く
と
、
桜
門
辺
り
に

外
国
人
は
中
之
島
を

目
指
し
て
や
っ
て
来
て
い
る
!?

定
番
観
光
地
、

大
阪
城
で
の
反
応
は
…
。

　

朝
か
ら
日
差
し
が
強
い
５
月
某
日
、
京
都

か
ら
京
阪
電
車
に
乗
っ
て
中
之
島
に
や
っ
て

き
た
。
外
国
人
旅
行
者
に「
な
ぜ
こ
こ
に
？
」

と
聞
い
て
回
る
た
め
で
あ
る
。
い
っ
た
い
ど

ん
な
人
た
ち
が
こ
の
界
隈
を
訪
れ
て
い
る
の

だ
ろ
う
？

　

な
に
わ
橋
駅
を
出
発
し
て
ま
ず
は
そ
ば
の

バ
ラ
園
へ
。
年
配
の
日
本
人
が
多
い
中
、
ア

ジ
ア
系
の
４
人
家
族
を
発
見
し
た
の
で
話
し

か
け
る
と
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
人
た
ち
だ
っ

た
。「
バ
ラ
を
見
る
た
め
中
之
島
に
来
た
ん

で
す
」。
た
ま
た
ま
通
り
が
か
っ
た
の
で
は

な
い
と
こ
ろ
に
中
之
島
の
存
在
感
を
見
た
気

が
し
た
が
、
間
も
な
く
心
斎
橋
に
家
電
を
見

に
行
く
と
の
こ
と
で
、
す
で
に
彼
ら
は
“
離

島
”
体
勢
。
で
も
お
父
さ
ん
の
「
大
阪
は
き

れ
い
で
す
ね
」
と
い
う
言
葉
に
は
、
中
之
島

の
印
象
も
入
っ
て
い
た
に
違
い
な
い
。

　

さ
て
、
と
少
し
歩
き
回
る
と
、
若
い
女
性

３
人
組
が
ル
ン
ル
ン
な
様
子
で
通
り
が
か
っ

た
。
迷
わ
ず
「
ニ
ー
ハ
オ
」
と
声
を
か
け
る

と
、
台
湾
か
ら
来
た
３
姉
妹
だ
っ
た
。
彼
女

た
ち
も
バ
ラ
園
を
見
る
た
め
に
わ
ざ
わ
ざ
中

之
島
に
来
た
と
の
こ
と
。「
こ
れ
で
知
っ
た

ん
で
す
」
と
大
阪
観
光
局
（
Ｐ
８
）
の
サ
イ

ト
を
ス
マ
ホ
の
画
面
で
見
せ
て
く
れ
た
。

　ホセ（中央）とその友人たち。みなボストン出
身。2週間の旅の中盤あたり。「関西は人が親
切だなって感じるよ。ぼくは器が好きで、日本の
器を今回買ったんだ。とても素敵だよ」（ホセ）

サイクリングツアー中　＠中之島公園

from 

USA
アメリカ

　右がワーホリ来日予定の林静
（リンジン）さん。関西は初めてで5
日間の旅。「日本でまだ芸能人に
会えてなくて残念（笑）。みなさん
もぜひ台湾に来てくださいね！」

日本大好き3姉妹　
＠中之島バラ園

from 

Taiwan
台湾
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What brought
you here?

お
疲
れ
な
様
子
の
イ
ケ
メ
ン
3
人
を
発
見
し

た
。
近
づ
く
と
、
笑
顔
で
「
お
お
、
座
り
な

よ
」
と
言
う
彼
ら
は
、
ス
イ
ス
の
イ
タ
リ
ア

語
圏
の
人
た
ち
だ
っ
た
。「
い
ま
大
阪
城
を

見
て
き
た
け
ど
、
ち
ょ
っ
と
疲
れ
ち
ゃ
っ
て

ね
。
最
近
建
て
直
さ
れ
た
レ
プ
リ
カ
（
？
）

っ
て
聞
い
て
ち
ょ
っ
と
が
っ
か
り
で
…
。
い

や
い
や
、
暑
い
か
ら
か
な
？
」。
い
や
、
そ

の
気
持
ち
わ
か
り
ま
す
（
笑
）。

　

一
方
、
お
約
束
の
問
い
に
は
「
ナ
カ
ノ
シ

マ
？　

悪
い
け
ど
知
ら
な
い
な
あ
」
と
お
か

し
そ
う
に
笑
う
。
ユ
ル
い
や
り
と
り
が
、
安

宿
で
旅
行
者
同
士
で
飲
み
語
っ
て
い
る
時
の

よ
う
で
あ
り
、
ど
ん
ど
ん
話
が
弾
ん
で
い
っ

た
。
日
本
の
若
者
の
生
き
方
、
民
主
主
義
の

あ
り
方
…
。
好
奇
心
旺
盛
な
タ
ン
ク
ト
ッ
プ

姿
の
ジ
ョ
ゼ
ッ
ペ
は
言
っ
た
。「
ぼ
く
ら
に

と
っ
て
ア
ジ
ア
は
本
当
に
神
秘
的
な
世
界
な

ん
だ
よ
」。
気
づ
く
と
１
時
間
近
く
話
し
て

い
た
。「
ま
た
ど
こ
か
で
会
え
た
ら
！
」。
い

つ
か
本
当
に
再
会
で
き
そ
う
な
気
に
な
り
な

が
ら
、
彼
ら
を
見
送
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

そ
し
て
い
よ
い
よ
天
守
閣
へ
。
に
ぎ
わ
う

展
望
エ
リ
ア
で
２
人
組
の
西
洋
人
女
性
を
見

た
と
き
、
ピ
ン
と
き
た
。
思
い
切
っ
て
「
あ

の
…
」
と
話
し
か
け
る
と
「
え
、
何
、
何
？
」

と
満
面
の
笑
顔
。「
外
国
人
に
話
を
聞
い
て

る
の
？　

私
た
ち
オ
オ
サ
カ
人
よ
。
あ
は
は

は
～
」
と
い
う
ギ
ャ
グ
ま
で
つ
け
て
く
れ
る

の
を
聞
い
て
、
話
し
か
け
て
よ
か
っ
た
！

ぼ
く
も
俄
然
テ
ン
シ
ョ
ン
が
上
が
っ
た
。

　

聞
く
と
彼
女
た
ち
は
オ
ラ
ン
ダ
人
の
Ｃ
Ａ

で
、
帰
り
の
フ
ラ
イ
ト
を
待
つ
束
の
間
の
休

暇
中
と
の
こ
と
だ
っ
た
。「
コ
ス
プ
レ
の
人

が
見
た
い
の
！
」
と
相
談
を
受
け
た
り
、「
昨

日
タ
コ
の
ス
シ
を
食
べ
た
ら
噛
み
切
れ
な
く

て
！
」
と
大
笑
い
。
一
方
、
中
之
島
の
話
に

な
る
と
律
儀
に
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で
調
べ
て
く

れ
て
「
え
え
と
、
こ
こ
ね
…
。
で
も
今
回
は

行
か
な
い
わ
、
ご
め
ん
！
」
と
さ
っ
ぱ
り
言

っ
て
く
れ
る
あ
た
り
が
ま
た
気
持
ち
が
い
い
。

「
今
度
は
オ
ラ
ン
ダ
に
来
て
。
案
内
し
て
あ

げ
る
か
ら
」。
マ
ジ
で
行
き
ま
す
！

　

天
守
閣
か
ら
中
之
島
を
眺
め
な
が
ら
、
こ

の
界
隈
で
今
日
話
し
た
5
組
の
旅
行
者
た
ち

を
思
い
返
す
。
国
籍
は
み
な
バ
ラ
バ
ラ
で
、

背
景
も
そ
れ
ぞ
れ
、
会
話
も
い
ろ
い
ろ
。
き

っ
と
こ
の
エ
リ
ア
に
は
本
当
に
さ
ま
ざ
ま
な

外
国
人
が
や
っ
て
き
て
い
て
、
各
々
が
違
っ

た
物
語
と
目
的
を
持
っ
て
い
る
の
だ
。
そ
ん

な
彼
ら
と
出
会
い
、
話
す
と
、
自
分
も
旅
気

分
を
味
わ
え
る
。

　

一
方
、
彼
ら
旅
行
者
た
ち
に
と
っ
て
も
、

現
地
の
人
間
と
話
す
の
は
貴
重
な
日
本
体
験

で
あ
り
、
嬉
し
い
だ
ろ
う
こ
と
を
今
日
確
信

し
た
。「
ハ
ロ
ー
！
」
だ
け
で
も
悪
く
な
い
。

こ
れ
は
話
し
か
け
る
し
か
な
い
の
で
あ
る
。

す
る
と
島
ラ
イ
フ
は
、
旅
行
者
に
と
っ
て
も

ぼ
く
ら
に
と
っ
て
も
き
っ
と
ま
す
ま
す
楽
し

く
な
る
！

こ
ん
ど
う
・
ゆ
う
き

1
9
7
6
年
東
京
生
ま
れ
。大
学
院
修
了
後
、結
婚
直
後

に
妻
と
と
も
に
日
本
を
発
ち
、世
界
各
地
で
取
材
・
執
筆
活

動
を
し
な
が
ら
、５
年
半
の
海
外「
遊
牧
」生
活
を
送
る
。そ

の
紀
行
文『
遊
牧
夫
婦
』シ
リ
ー
ズ（
ミ
シ
マ
社
）ほ
か
、旅
に

関
す
る
執
筆
多
数
。

　両親と共に旅行中。2人とも大学生。関西
のみの7日間の旅でこの日は5日目。「ドラッグス
トアで化粧品などをたくさん買いました！」「大阪
はきれいですね！」。

家族旅行中の兄姉　＠中之島バラ園

　スーザン（左）とカーリーン。アム
ステルダムから関空へのフライト
を終え、担当の復路便まで4日間
の休暇中。「私はマンガやアニメ
が大好きで、日本の作品にもすご
く影響を受けてるの！　でも前はス
ーパーウーマンになりたいって思
ってたけどね（笑）」（カーリーン）

　右がジョゼッペ。みな第一言語
はイタリア語。17日間の旅の中ほ
どで、東京、京都、広島、福岡を経
て、大阪へ。「日本に来てからオレ
たち、よく兄弟かって聞かれるん
だ。似て見えるらしいよ。そんなこ
と思ったことなかったのに（笑）」

キャビンアテンダント2人組　
＠大阪城

イケメン3人組　＠大阪城

from 

Netherlands
オランダ

from 

Switzerland
スイス from 

Singapore
シンガポール
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 You’ll
love it!

中
之
島
で
聞
い
た
、

 「
こ
れ
、外
国
人
に
ウ
ケ
て
ま
す
」。

中
之
島
に
や
っ
て
来
た
外
国
人
た
ち
は
ど
ん
な
も
の
を
買
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
？

日
本
人
と
は
ち
ょ
っ
と
違
う
目
線
で
、街
を
楽
し
ん
で
い
る
よ
う
だ
。

取
材・文
／
江
口
由
夏（
本
誌
）

　米粉や葛粉といった和素材をうまく生かした
洋菓子は外国人の五感も刺激するようで、個
別包装の小さな焼き菓子を少しずつ、あれもこ
れもと買っていく。「周辺にホテルが多く、宿泊中
の外国人の方がよくいらっしゃいます。『ホテル
でおすすめしてもらった』と、サロンにモーニング
を食べに来られたり。アジア圏の方が７割ほどで
すね」と、副支配人の加藤貴和子さん。同店の
入口では、英語圏に住んでいたコンシェルジュ
が出迎えてくれる頼もしさ。
特に受けているのは抹茶と米粉を使ったバームクー
ヘン、それもホール（1,080円）。お米の最中クッキー

「穂の一」（102円）は可愛らしい形も人気。☎06-
4706-5160　9:30 AM～8:00PM（日曜・祝日は
～7:00PM）　不定休

［公会堂SHOP］の
 大阪みやげ
　店長の奥井礼奈さんが挙げたのは、国旗を
プリントした折り紙に大阪産素材を使った飴玉
など。「建築物好きが多いのか、大阪城やレトロ
建築モチーフも人気。日本語書籍も、建築物の
写真が魅力的なら買っていかれます」。強い味
方は「指さしMAP」。Yes／Noを始め「〜が欲
しいです」「〜へはどう行けばいいですか」など、
接客上で想定される会話が日本語と英語でシ
ートに記され、お客さんは指さして意図を伝える。
安心して買い物をしてもらうための知恵だ。
折り鶴用の折り紙（540円）や、ゆずやももの飴（各
572円）、嬉しいことに月刊島民絵ハガキ（180円）も
建築物や武将のイラストの受けがいいそう。季節限
定のグッズもセレクトしている。☎06-6205-3770　
10:00AM～6:00PM　第４火曜休

やっぱり「米」に
興味津々

中之島らしいセレクトと
サイズ感が◎

［五感 北浜本館］の
 米粉を使ったお菓子
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 You’ll
love it!

［graf］の
オリジナルプロダクト
　２年前にアメリカの雑誌“KINFOLK”のWeb
版で取り上げられ、今でも「それを見た！」という
お客さんがアジアや欧米から、国籍問わずわざ
わざ中之島めがけて来訪。「日本のものづくりに
感動される方がたくさんいます」と、ショップ担当
の湯浅啓子さんも嬉しそう。建築やデザインを
勉強中の学生が来店することも日常茶飯事で、

「ノルウェー人の女の子が働いてみたいと、一
人でやってきてくれたときはびっくりしました」。そ
んな拠点が中之島にあることが誇らしい。
リンゴとレンコンの正体は文鎮と栓抜き、隣は太陽電
池を活用した「スフェラースティック」。前者は6,480円
～、後者は10,800円。［graf］がセレクトした"1616/
arita japan"という有田焼の器のシリーズも好評だ。
☎06-6459-2100 11:00AM～7:00PM　月曜休

大阪国際会議場の礼拝室
　こちらは観光スポットではないが、常々考えて
いるのは「国際会議などで来館中の外国人に、
いかに気持ちよく滞在してもらうか」。注目した
のは世界人口の２割以上を占めるイスラム教信
者のお客さん。聖地を向いて行う礼拝は１日５
回で、その２回分は中之島で過ごしている。実
際、方位を尋ねる質問はよくあったそうだ。そこ
で今後の来館者数増加も見込み、昨年4月に同
館11階に礼拝室を設置。神戸モスクなどの施
設を視察し、地平線をイメージした間接照明や、
礼拝する方向を示すコンパスを置いて工夫し
た。この３月までの利用件
数は26回と、異文化に寄
り添った想いはしっかり受
け入れられている。

　スマホの普及により、旅行しながらSNS発信なんて
当たり前、同時生中継だってありえる時代。だから、ブ
ログには、ほとんどタイムラグなしでたくさんの旅行記
が書かれている。そこで、「中之島」というキーワード
で英語、中国語、韓国語で検索してみた。英語はあま
りヒットせず。しかーし、中国語、韓国語はけっこう出
てくる。しかもディープな話題も。
　人気は、やはり「光のルネサンス」。イルミネーション
が美しく、３Dマッピングは迫力満点！　冬に大阪へ
旅行するならぜひ見たいイベントと紹介されていた。
「屋台で買った料理もおいしかった」と評判がいい。
地元民の私が言うのもなんだが、いつも見ている中央
公会堂と図書館がこの時ばかりは思いっきりおしゃれ
しましたと言わんばかりの美しさ。昔の建築物と最新
技術のコラボレーションに感動するのは海外の人も同
じらしい。
　次に、意外や意外、中之島バラ園。知っている人が
多いのには驚いた。「見たこともない種類のバラがい
っぱいでリフレッシュできた」「時期が外れたので見ら
れず、次回は絶対バラの時期に来る」などなど。きれ
いなバラの写真と共に紹介されているので、バラ園の
評判はまさに現代のSNSの力なりというところか。
　そのSNSにおける、アジア人の特徴。旅行で訪れた
観光スポットの紹介以外に、何を食べたか、どんなメ
ニューがあるのかまでアップする。そのため、それを見
た人たちは、同じところに行き同じものを注文する。
そういえば、私たちも海外に行くと一番不安なのが食
べ物。その国のオリジナルフードを食べたいけれど、
何が美味しいかさっぱりわからない。で、ブログで紹介
され、「これ絶対おすすめ！」の文字と写真を見るとそ
うだ絶対食べないと、と意気盛んになるのだ。
　韓国人ブログで紹介されていたのが難波橋南詰め
の［モトコーヒー］。「テラス席でコーヒーを飲みなが
らゆったりと土佐堀川を見るのは最高！」だって。実は
私も飲んだことがないのに。なんか、悔しい。台湾人
ブログでは、「中之島倶楽部のオムライスはソースが
美味しい」と卵とソースが交わる瞬間の写真が何枚も
アップされており、大阪人の私でも「わぁー美味しそ
う」って思ってしまったくらい。そして、パティスリーの
［GOKAN五感］。リーズナブルな値段で、地元食材
を使う美味しいスイーツは最高！これもたくさんのケー
キの写真が掲載されており、食べたくなってしまう。こ
のように外国人は、今後もSNSをフル活用して日本の
旅を満喫しようとするだろう。

日本人クリエイターの
感性を持ち帰りたい

「居心地良さ」を追究し、
新しく設置

外国人 中之島 人気
ネットで探してみた!

文／古月幸江（チャイナステージ有限会社 代表）
http://www.china-stg.com/
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Will touristsWill touristsWill touristsWill touristsWill tourists
make a change?make a change?make a change?make a change?make a change?make a change?

さ
い
と
う
・
な
る
ひ
と　

政
府
系
金
融
機
関
に
て
鉄
道
や
空
港
等
運
輸
業
を
長
く
担
当
。現
在
は
観
光

関
連
調
査
セ
ク
シ
ョ
ン
に
在
籍
中
。ま
た
、阪
神
エ
リ
ア
の
街
づ
く
り
に
つ
い
て
長
く
企
画
・
研
究
を
行
っ
て

お
り
、尼
崎
の
フ
リ
ー
マ
ガ
ジ
ン『
南
部
再
生
』で
は
観
光
担
当
特
別
研
究
員
と
し
て「
ツ
ク
ラ
ナ
イ
マ
チ
ヅ
ク
リ
」を
連
載
。

Ⅰ 「
増
え
た
」っ
て
、ど
の
く
ら
い
?

デ
ー
タ
で
見
る「
中
之
島
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
」。

齊
藤
成
人

 　

最
近
は
大
阪
で
も
、
外
国
人
観
光
客
の
姿

は
当
た
り
前
に
な
っ
て
き
て
い
て
、「
増
え
た

な
ぁ
～
」
と
い
う
言
葉
す
ら
出
な
く
な
り
ま
し

た
。
円
安
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
日
本
を
訪
れ

る
外
国
人
は
増
え
に
増
え
、
２
０
１
５
年
は
約

２
０
０
０
万
人
と
、
東
日
本
大
震
災
直
後
と
比

べ
る
と
短
期
間
で
３
倍
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
政
府
も
２
０
２
０
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

イ
ヤ
ー
に
は
訪
日
外
国
人
４
０
０
０
万
人
を
目

標
に
掲
げ
、
さ
ら
な
る
観
光
客
の
呼
び
込
み
に

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
お
そ
ら
く
、
２
０
４
０

年
頃
ま
で
は
順
調
に
観
光
客
は
増
え
続
け
る
で

し
ょ
う
。

●図表1　訪日外国人客数の推移
日本政府観光局「訪日外客数の動向」、
観光庁「訪日外国人消費動向調査」を元に筆者作成

●図表2　外国人延べ宿泊者数
観光庁「宿泊旅行統計調査」を元に筆者作成

　

過
去
の
実
績
を
見
ま
す
と
、
日
本
を
訪
れ
る

外
国
人
の
う
ち
、
25
％
程
度
の
方
が
大
阪
を
訪

問
し
て
い
ま
し
た
が
、
２
０
１
５
年
は
そ
の
割

合
が
36
％
に
増
え
、
実
に
７
０
０
万
人
以
上
が

大
阪
を
訪
れ
て
い
ま
す
。
今
か
ら
10
年
ほ
ど
前

は
２
０
０
万
人
以
下
で
し
た
の
で
、
こ
の
数
字

が
ど
の
く
ら
い
多
い
か
わ
か
る
と
思
い
ま
す
。

　

特
に
大
阪
は
沖
縄
と
並
ん
で
外
国
人
客
数
が

伸
び
て
い
る
地
域
で
す
が
、
こ
れ
を
支
え
て
い

る
の
は
、
中
国
人
と
言
わ
れ
て
お
り
、
彼
ら
の

訪
問
率
は
実
に
50
％
を
超
え
て
い
ま
す
。
少
な

く
と
も
日
本
に
や
っ
て
く
る
中
国
人
の
２
人
に

１
人
は
大
阪
を
訪
れ
て
い
る
の
で
す
。

大阪城天守閣

北浜テラス

　アジア圏からの来館者が圧倒的に多いのですが、
特にここ数年はビザ要件が緩和された東南アジアの
イスラム圏の方が増えています。年に一度行う来場
者アンケートの結果を見ても、年々外国人の割合が
増えています。昨年は欧米、特にスペイン人が多かっ
たですね。アジアの方は天守閣など景色を写真に撮
るのが好きな様子。一方、欧米人は甲冑など日本文
化に興味津々で、展示をじっくりご覧になる方が多い
です。これから展示内容を考える上で、参考にしたい
と思っています。（広報企画担当･青木さん）

　私のオフィスがある北浜Nビルの［BROOKLYN 
ROASTING COMPANY］では、観光客というよりは
界隈で働いている外国人の休憩やテイクアウト利用
が多いイメージですね。この店を始め、北浜の店舗が
出しているテラス席はやっぱり人気で、水辺活用に注
目が集まっているのは北浜水辺協議会としても嬉しい
ことです。目指すのはニューヨーカーやパリジェンヌの
ような、世界が羨む島民らしいライフスタイル。来年の
川床開きのシーズンに合わせて、現在より一段低い新
しいテラスの設置企画が進行中です。ゆくゆくは西側
の［中之島BANKS］から北浜テラスまでテラスでつな
ぎ、一連の流れをつくりたいと思っています。（北浜水
辺協議会・間宮吉彦さん）

御舟かもめ
　桜の季節に開催するクルーズ
は、地域を問わず外国人の方に
大人気。考えてみると、桜がこれ
だけたくさんある国ってないですもんね。「大阪に行くな
ら桜の季節」という口コミも広まっているように感じま
すね。一番すごかったのは、今年、「桜の季節に夕陽
を眺めながら彼女にプロポーズをしたい」というシンガ
ポール人のお客さん（写真）。ケーキや花束の手配ま
で頼まれて、けっこうプレッシャーもあったのですが、見
事成功して安心しました。「こんな景色が見られたら」
と写真まで送って来られたんですよ。そこまで調べてカ
スタマイズするほど、大阪観光も細分化してきている
のだと驚きます。（船長・中野さん）

京阪電車
　正確なデータはないのですが、外国人の方が増え
ているという実 感は確かにあります。平 成 3 年

（1991）以降、旅客数は長らく減少傾向が続いていま
したが、平成25年度からは回復傾向に転じ、昨年度
の旅客収入は平成21年度以来となる500億円超え
を果たしました。主な要因は京都方面（伏見稲荷駅、
東福寺以北など）の旅客数の増加などです。京阪電
車では多言語対応の取り組みを進めており、守口市
駅・祇園四条駅ではコミュニケーションボードやタブレ
ット端末を導入。また、祇園四条駅構内に観光案内
所開設をしています。京橋以西の8駅では「Osaka 
Free Wi-Fi」（Ｐ7）を整備したり、Facebookでの情報
発信も進めています。（広報部）

大阪水上バス
　同じクルージングでも、国ごとにテンションが上がる
ポイントが違うのが面白い。アジアの人はとにかく写
真が好きなので、大阪城やレトロ建築を背景に、セル
フィースティックで自撮りをしています。欧米人は歴史
好きの傾向があり、水辺ガイドにも興味津々。滞在が
長い方も多いようで、ゆっくり1時間のクルーズを楽し
んでいます。アジアの方は観光と交通を兼ねたショー
トクルーズが多いですね。（企画宣伝部･岸田さん）

大阪府立中之島図書館
　建物を撮影する人はけっこう多いですよ。図書館だ
とわかっているかどうかはわかりませんが（笑）。外装を
きれいにして、イベントも定期開催できるので、グロー
バルな内容のものもどんどん計画したいです。先日は、
ビジネス支援課主催で、企業家向けに外国人観光客
誘致に関する講座を開催していました。図書館の歴
史や役割も知っていただけるよう、広報ツールの整備
から始めて、訪日観光客を対象としてガイドツアーなど
にも力を入れていきたいです。（管理事務所･乾さん）
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make a change?
Ⅱ 

な
ぜ
こ
ん
な
に
増
え
た
の
?

　

そ
も
そ
も
な
ん
で
こ
ん
な
に
外
国
人
観
光
客

が
増
え
た
の
で
し
ょ
う
か
。
一
つ
は
円
安
で
す
。

長
引
く
デ
フ
レ
に
円
安
が
加
わ
り
、
日
本
旅
行

は
外
国
人
に
と
っ
て
も
の
す
ご
く
お
得
感
が
あ

る
の
で
す
。
ど
こ
か
の
知
事
が
ホ
テ
ル
代
で
問

題
に
な
り
ま
し
た
が
、
実
は
日
本
の
ホ
テ
ル
や

レ
ス
ト
ラ
ン
は
世
界
標
準
と
比
べ
る
と
も
の
す

ご
く
安
い
の
で
す
。
ロ
ン
ド
ン
や
パ
リ
と
い
っ

た
観
光
地
と
比
べ
る
と
、
東
京
や
大
阪
の
ホ
テ

ル
料
金
は
ま
だ
ま
だ
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
で
す
。

　

ち
な
み
に
、
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
の
商
品
価
格
で

物
価
を
比
較
す
る
「
ビ
ッ
グ
マ
ッ
ク
指
数
」
と

い
う
数
字
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
日

本
の
物
価
は
タ
イ
と
同
じ
水
準
で
す
。
世
界
か

ら
見
れ
ば
、
日
本
は
「
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
」
な
旅

行
先
な
の
で
す
ね
。
そ
の
中
で
も「
う
ま
い
」「
安

い
」
で
お
な
じ
み
の
大
阪
の
人
気
が
出
る
の
も

納
得
で
す
。

　

円
安
に
加
え
て
、
大
き
い
の
は
Ｌ
Ｃ
Ｃ
（
ロ

ー
コ
ス
ト
キ
ャ
リ
ア
）
の
普
及
で
す
。
飛
行
機

は
高
い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
ま
せ
ん

か
？　

ロ
ー
コ
ス
ト
キ
ャ
リ
ア
と
は
、
座
席
は

狭
い
で
す
し
、
機
内
で
サ
ー
ビ
ス
も
し
ま
せ
ん

が
、
そ
の
代
わ
り
に
安
い
運
で
座
席
を
提
供
し

て
い
る
飛
行
機
会
社
の
こ
と
で
す
。

　

例
え
ば
、
関
空
│

台
北
な
ど
は
片
道
１
万
円

を
切
る
チ
ケ
ッ
ト
が
売
ら
れ
て
い
ま
す
。
い
わ

ば
飛
行
機
の
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
で
す
。
関
西
空
港

は
、
日
本
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
Ｌ
Ｃ
Ｃ
、
ピ
ー
チ

ア
ビ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
拠
点
を
置
い
て
い
る
ほ
か
、

ア
ジ
ア
各
国
か
ら
の
就
航
も
相
次
い
で
い
ま
す
。

Ｌ
Ｃ
Ｃ
は
座
席
が
狭
い
し
料
金
も
安
い
で
す
か

ら
、
航
続
距
離
は
短
い
方
が
好
ま
し
く
、
東
京

よ
り
も
１
時
間
ア
ジ
ア
に
近
い
ぶ
ん
、
多
く
の

Ｌ
Ｃ
Ｃ
が
関
西
空
港
に
就
航
す
る
わ
け
で
す
。

　

そ
の
関
係
で
ア
ジ
ア
各
国
か
ら
Ｌ
Ｃ
Ｃ
を
使

っ
て
多
く
の
人
々
が
関
空
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。

関
西
空
港
の
出
入
国
者
数
は
２
０
１
５
年
で
約

１
０
０
０
万
人
と
な
り
、
特
に
中
国
・
韓
国
か

ら
の
旅
行
者
な
ど
は
成
田
空
港
を
上
回
っ
て
い

ま
す
。

●図表3　関西空港におけるLCC国際線旅客便数の推移 
新関西国際空港株式会社『関西国際空港の国際定期便運航計画
について』を元に筆者作成（※各年冬ダイヤ時点）

リーガロイヤルホテル
　現在は、ホテルがある中之島・福島エリアのMAP
を、コンシェルジュが英語・韓国語・中国語で作成し、
お配りしています。さらにこの５月より、電子版『ニュー
ヨーク・タイムズ』がお手持ちのタブレットで閲覧できる
ように。また、大阪のホテルでは初めてPepperを導入
し、ロビーにてホテル内レストランやバーのご案内を英
語で行っています。外国人の方向けに、多言語での
対応や新システムを考えているところです。（販売促
進チーム・近藤さん）

Osaka Free Wi-Fi
　2014年１月に、府内のいろいろな観光施設や公共
交通機関などで利用できる無線LANサービスを始めま
した。前年には250万人以上もの外国人観光客が大
阪に訪れていて、もっとネット環境を整えてほしいという
リクエストが多かったためです。当初44ヶ所からスタート
した対象施設は、現在2000ヶ所に。これからも大阪に
おける観光客は増える見込みなので、さらなる拡大を
予定しています。中之島駅を始めとする京阪電車中
之島線や本線でも設置しているので、島民の皆さんも
ぜひ活用してください。（大阪観光局・吉川さん）

オステリアレーブ
　リーガロイヤルホテルが近いので、以前から外国人
の方は多かったんです。でも、うちのようなイタリア料理
を好むのは欧米の方で、中国やアジア系の人が増え
た最近ではむしろ外国人のお客さんは減っています。
以前の常連さんも、ホテルがなかなかとれないみたい
です。どんな地域の方が多いかによって、影響を受け
る飲食店の業態も違うのでしょうね。（オーナーシェフ・
山田さん）

ジュンク堂書店大阪本店
　アジア系の男女４～５人のグループのお客様が、
人気のコミックばかりダンボール４箱分も買っていかれ
たことがありました。飛行機の重量制限ギリギリまで詰
め込んで、店の入っているビルの地下にあるデリバリ
ーサービスで重量を測ってもらったりして大変だったの
を覚えています。（店長・小笠原さん）

三井ガーデンホテル大阪プレミア
　オープン時は2割程だった外国人のお客様が、最近
では半分を占めています。当ホテルでは、朝食は［博多
廊］での和食がメインのブッフェだったのですが、外国人
の方が増えたことで、この4月からはハムやチーズなどの
冷製オードブルや、タイ風カレーといった洋食メニューを
入れてリニューアルしました。（支配人・西原さん）

大阪市立科学館
　確実に外国人の方は増えていると感じます。英語・
韓国語・中国語の３種類のパンフレットを用意してい
ますが、英語は2倍、中国語は1.3倍ほど配付数がア
ップしました。アジア圏からのお客様が団体でお越し
になることもあり、１日の来館者数は多い時で100名
を超えることも。（企画広報グループ・竹浦さん）

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
で

中
之
島
が
変
わ
る
!?

│
外
国
人
観
光
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に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト（
月
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島
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調
べ
）
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The future
as a tourist city

Ⅲ 

今
後
の
見
通
し
は
? 

　

こ
れ
だ
け
大
阪
に
観
光
客
が
増
え
ま
す
と
、

大
阪
市
内
は
ホ
テ
ル
が
足
り
な
く
て
、
尼
崎
や

大
津
の
ホ
テ
ル
に
泊
ま
る
、
と
い
う
話
も
よ
く

聞
き
ま
す
。
買
い
物
に
お
い
て
は
中
国
人
観
光

客
が
大
活
躍
し
て
い
て
、
一
時
は
炊
飯
器
と
ウ

ォ
ッ
シ
ュ
レ
ッ
ト
が
も
の
す
ご
い
人
気
と
な
り
、

大
量
の
電
化
製
品
の
段
ボ
ー
ル
を
か
か
え
た
旅

行
客
を
み
な
さ
ん
も
目
に
し
た
こ
と
が
あ
る
で

し
ょ
う
。
な
に
し
ろ
、
日
本
製
は
信
頼
が
あ
る

か
ら
で
す
。
心
斎
橋
あ
た
り
を
高
級
ブ
ラ
ン
ド

店
の
袋
を
い
く
つ
も
掲
げ
歩
い
て
い
る
人
も
見

か
け
ま
す
。

　

い
わ
ゆ
る
中
国
人
の
「
爆
買
い
」
と
い
う
現

象
で
す
が
、
こ
れ
は
日
本
人
に
は
懐
か
し
い
も

の
で
す
。
1
9
8
0
年
代
、
日
本
人
は
こ
ぞ
っ

て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
出
か
け
、
ブ
ラ
ン
ド
も
の
の

バ
ッ
グ
を
行
列
し
て
買
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ

と
同
じ
現
象
で
す
ね
。
そ
う
し
ま
す
と
、
ど
う

な
る
か
自
明
で
、
い
ず
れ
こ
の
現
象
は
落
ち
着

い
て
く
る
で
し
ょ
う
。
日
本
人
も
１
９
８
０
年

代
後
半
か
ら
ハ
ワ
イ
や
パ
リ
な
ど
に
買
い
物
に

出
か
け
て
い
き
ま
し
た
が
、
１
９
９
０
年
代
に

な
る
と
こ
う
し
た
動
き
は
10
年
ほ
ど
で
買
い
物

ブ
ー
ム
は
下
火
に
な
り
ま
し
た
。

　

中
国
人
向
け
の
観
光
ビ
ザ
は
、
個
人
観
光
に

つ
い
て
は
２
０
０
９
年
に
解
禁
さ
れ
ま
し
た
の

で
、
同
じ
よ
う
に
ち
ょ
う
ど
10
年
く
ら
い
た
つ

２
０
２
０
年
前
後
に
は
爆
買
い
は
落
ち
着
い
て

し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
現
に
東
京
の
ブ

ラ
ン
ド
店
で
は
、
す
で
に
中
国
人
の
買
い
物
単

価
は
落
ち
て
き
て
い
る
と
い
う
話
も
聞
こ
え
て

き
ま
す
。
と
す
れ
ば
、
今
の
よ
う
に
彼
ら
の
消

費
だ
け
に
頼
っ
て
い
れ
ば
、
い
ず
れ
「
外
貨
」

を
稼
ぐ
こ
と
は
難
し
く
な
る
で
し
ょ
う
。

Ⅳ 

中
之
島
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

　

外
国
人
旅
行
客
の
関
心
は
、
買
い
物
か
ら
食

や
街
並
み
と
い
う
ソ
フ
ト
へ
と
移
っ
て
き
て
い

る
よ
う
で
す
。
今
は
梅
田
・
心
斎
橋
の
百
貨
店

や
ブ
ラ
ン
ド
シ
ョ
ッ
プ
を
好
ん
で
い
る
外
国
人

観
光
客
も
、
い
ず
れ
は
中
之
島
に
残
る
レ
ト
ロ

ビ
ル
の
カ
フ
ェ
、
そ
こ
か
ら
見
え
る
川
の
景
色
、

お
い
し
い
食
事
な
ど
に
関
心
が
向
い
て
く
る
は

ず
で
す
。

　

家
電
を
売
る
こ
と
に
比
べ
て
、
食
事
は
単
価

が
だ
い
ぶ
下
が
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
悪
い
こ
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
飲
食
店
は
ダ
イ
レ
ク
ト
に

地
域
に
お
金
が
お
ち
る
の
で
、
地
域
へ
の
経
済

波
及
効
果
が
大
き
い
の
で
す
。
と
し
ま
す
と
、

「
爆
買
い
」が
落
ち
着
く
と
思
わ
れ
る
２
０
２
０

年
頃
ま
で
に
は
、
生
活
体
験
観
光
の
受
け
皿
と

な
り
得
る
よ
う
、
中
之
島
の
文
化
、
歴
史
を
残

し
て
お
く
と
い
う
こ
と
が
大
切
に
な
り
ま
す
ね
。

　

き
ち
ん
と
街
の
文
化
さ
え
残
っ
て
い
て
、
現

地
の
人
、
つ
ま
り
日
本
に
住
む
我
々
と
同
じ
生

活
文
化
体
験
を
観
光
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
中

之
島
は
外
国
人
観
光
客
に
人
気
が
出
る
は
ず
。

な
ん
と
い
っ
て
も
ホ
テ
ル
が
建
ち
並
び
、
梅
田

と
心
斎
橋
の
ち
ょ
う
ど
中
間
点
で
、
そ
れ
で
い

て
日
本
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
観
光
地
で
あ
る
京
都

ま
で
、
京
阪
電
車
に
乗
れ
ば
１
本
。
交
通
面
で

は
も
の
す
ご
い
わ
か
り
や
す
さ
で
す
。
さ
ら
に

は
夜
に
な
れ
ば
北
新
地
も
近
く
、
中
之
島
は
と

て
も
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
高
い
の
で
す
。

 「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
」の

視
線
の
先
は
。

国
人
留
学

生
と
い
う
設

定
の
少
年
B
o
b

を
中
心
に
、
国
籍

豊
か
な
友
人
た

ち
が
公
式
H
P
や

Instagram

を

通
し
て
、
大

阪
の
魅
力
を

発
信
。
B
o
b
誕
生
に
立
ち
会
っ
た
W
e
b
担

当
の
吉
川
由
美
さ
ん
は
「
外
国
人
目
線
の
フ
レ

ン
ド
リ
ー
な
ア
ピ
ー
ル
が
、
海
外
か
ら
の
人
気

の
理
由
だ
と
思
い
ま
す
」。
ま
た
、「
大
阪
観
光

局
の
H
P
を
見
て
み
る
と
、
た
と
え
ば
レ
ト
ロ

建
築
の
紹
介
は
香
港
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
が
多
い
。

こ
う
い
っ
た
分
析
か
ら
、
海
外
が
注
目
し
て
い

る
大
阪
が
わ
か
り
ま
す
ね
」
と
も
。

　
「
と
は
い
え
外
国
人
が
惹
か
れ
る
大
阪
は
、

私
た
ち
が
好
き
な
大
阪
の
延
長
線
上
に
あ
る
ん

で
す
」
と
野
口
さ
ん
。
そ
れ
を
実
感
し
た
の
は
、

「
北
浜
テ
ラ
ス
」（
P
６
）
の
人
気
ぶ
り
だ
。
大

阪
市
中
央
公
会
堂
な
ど
の
レ
ト
ロ
建
築
を
バ
ッ

ク
に
朝
か
ら
晩
ま
で
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
、

中
之
島
の
魅
力
を
う
ま
く
活
か
し
た
水
辺
の
テ

ラ
ス
。
街
を
楽
し
む
セ
ン
ス
は
、
世
界
共
通
だ

っ
た
よ
う
だ
。「
特
別
に
外
国
人
向
け
を
つ
く

る
の
で
は
な
く
、
街
の
動
き
に
合
わ
せ
て
ア
ピ

ー
ル
し
て
い
く
の
が
、
こ
れ
か
ら
大
事
に
な
っ

て
い
く
と
考
え
て
い
ま
す
」

大
阪
観
光
局
に

聞
き
ま
し
た

　

専
務
理
事
を
務
め
る
野
口
和
義
さ
ん
が
挙
げ

た
の
は
、
平
成
13
年
か
ら
販
売
し
て
い
る
「
大

阪
周
遊
パ
ス
」。
30
以
上
の
観
光
施
設
の
入
場

と
、
市
内
の
鉄
道
や
バ
ス
の
乗
り
放
題
が
セ
ッ

ト
に
な
っ
た
チ
ケ
ッ
ト
だ
。
当
初
は
年
間
2
万

枚
に
満
た
な
い
売
上
だ
っ
た
が
、
平
成
25
年
頃

に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
波
が
訪
れ
て
30
万
枚
に
。

昨
年
、
平
成
27
年
度
は
91
万
枚
を
記
録
。
そ
の

8
割
以
上
が
外
国
人
観
光
客
だ
。

　
「
販
売
当
初
か
ら
あ
っ
た
道
頓
堀
の
ク
ル
ー

ズ
が
、
昨
年
爆
発
的
に
ヒ
ッ
ト
し
ま
し
た
。
水

上
か
ら
街
を
撮
影
し
た
写
真
が
S
N
S
で
広
ま

っ
た
よ
う
で
、
す
ぐ
に
席
が
埋
ま
っ
て
し
ま
い
、

せ
っ
か
く
並
ん
で
も
乗
船
で
き
な
い
事
態
に
。

そ
こ
で
大
阪
水
上
バ
ス
が
急
遽
、
中
之
島
で
の

ナ
イ
ト
ク
ル
ー
ズ
を
新
設
し
た
と
こ
ろ
、
臨
時

便
が
出
る
ほ
ど
大
好
評
で
」。

　

ミ
ナ
ミ
と
中
之
島
、
エ
リ
ア
を
分
け
た
こ
と

で
、
課
題
だ
っ
た
パ
ス
で
回
れ
る
施
設
の
偏
り

も
緩
和
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
昨
年
新

た
に
道
頓
堀
の
ジ
ャ
ズ
ク
ル
ー
ズ
と
ベ
イ
エ
リ

ア
の
ク
ル
ー
ズ
も
加
わ
り
、
エ
リ
ア
ご
と
に
魅

力
が
異
な
る
「
水
都
大
阪
」
ら
し
い
ア
ピ
ー
ル

が
実
現
。
い
ま
リ
ク
エ
ス
ト
が
多
い
の
は
、
夜

間
の
観
光
だ
そ
う
だ
。

　

ま
た
、
大
阪
観
光
サ
ポ
ー
タ
ー
「O

saka 

Bob FA
M
ILY

」
の
活
躍
も
一
役
買
っ
て
い

る
。
大
阪
観
光
局
の
公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
外

大阪観光サポーター
「Osaka 
Bob FAMILY」
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年
頃
ま
で
に
は
、
生
活
体
験
観
光
の
受
け
皿
と

な
り
得
る
よ
う
、
中
之
島
の
文
化
、
歴
史
を
残

し
て
お
く
と
い
う
こ
と
が
大
切
に
な
り
ま
す
ね
。

　

き
ち
ん
と
街
の
文
化
さ
え
残
っ
て
い
て
、
現

地
の
人
、
つ
ま
り
日
本
に
住
む
我
々
と
同
じ
生

活
文
化
体
験
を
観
光
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
中

之
島
は
外
国
人
観
光
客
に
人
気
が
出
る
は
ず
。

な
ん
と
い
っ
て
も
ホ
テ
ル
が
建
ち
並
び
、
梅
田

と
心
斎
橋
の
ち
ょ
う
ど
中
間
点
で
、
そ
れ
で
い

て
日
本
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
観
光
地
で
あ
る
京
都

ま
で
、
京
阪
電
車
に
乗
れ
ば
１
本
。
交
通
面
で

は
も
の
す
ご
い
わ
か
り
や
す
さ
で
す
。
さ
ら
に

は
夜
に
な
れ
ば
北
新
地
も
近
く
、
中
之
島
は
と

て
も
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
高
い
の
で
す
。

森
町
か
ら
谷

町
九
丁
目
へ

向
か
う
と
彦

八
が
活
躍
し

た
生
國
魂
神

社
が
あ
る
。
谷
九
駅
か
ら
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

ホ
テ
ル
街
の
中
を
５
分
も
歩
け
ば
境
内
だ
。

市
内
最
古
の
由
緒
を
伝
え
る
神
社
の
門
前

に
、
超
当
世
風
の
ビ
ル
が
建
ち
並
ぶ
の
も

何
か
の
御
縁
か
。

　

そ
の
境
内
に
は
「
上
方
落
語
発
祥
の
地 

米
澤
彦
八
の
碑
」
が
建
つ
。
六
代
目
笑
福

亭
松
鶴
の
五
年
忌
を
機
に
建
碑
さ
れ
た
も

の
だ
（
１
９
９
０
年
９
月
建
立
）。

高
津
宮

　

生
國
魂
さ
ん
か
ら
北
へ
歩
い
て
千
日
前

筋
を
越
え
る
と
高
津
宮
に
至
る
。
正
面
の

階
段
を
昇
っ

た
左
手
に

「
高
津
の
富

亭
」
と
い
う

落
語
会
場
が

あ
り
、
正
面
の
本
殿
脇
に
は
「
五
代
目 

桂
文
枝
之
碑
」
が
建
つ
。
文
枝
一
周
忌
の

２
０
０
６
年
３
月
の
建
立
だ
。

　

同
社
は
、落
語
『
高
津
の
富
』『
崇
徳
院
』

『
高
倉
狐
』
な
ど
の
舞
台
と
し
て
知
ら
れ

る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
、
文
枝
の
最
後
の

口
演
が
「
高
津
の
富
亭
」
で
の
『
高
津
の

富
』
だ
っ
た
と
い
う
の
も
何
か
の
御
縁
か
。

坐い

か

す

り摩
神
社

　

高
津
さ
ん
か
ら
、
も
う
一
度
、
谷
九
に

戻
っ
て
千
日
前
線
で
難
波
へ
、
御
堂
筋
線

に
乗
り
換
え

て
本
町
で
降

り
れ
ば
、
徒

歩
３
分
で
坐

摩
神
社
だ
。

　

こ
こ
で
桂
文
治
が
寄
席
を
開
い
て
い
た
。

そ
の
様
子
を
西
沢
一
鳳
『
皇
都
午
睡
』
は

次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

松
田
弥
七
、
辻
講
釈
の
如
く
市
中
の
軒

に
て
高
き
台
の
上
に
乗
り
、
前
に
台
を

置
い
て
、
拍
子
木
を
鳴
ら
し
て
聴
聞
の

頤お
と
が
いを

は
づ
さ
せ
、
桂
文
治
は
別
に
咄
小

屋
を
建
て
、
日
々
新
奇
を
咄
出
し
て
一

派
を
立
て
た
り
。

　

す
な
わ
ち
、
松
田
弥
七
が
「
高
き
台
」

に
座
り
「
前
に
台
」
を
置
き
、「
拍
子
木
」

を
打
つ
と
い
う
現
代
の
落
語
の
様
式
を
整

え
た
の
だ
。「
頤
を
は
ず
さ
せ
」
は
顎
を

は
ず
す
ほ
ど
笑
わ
せ
る
意
。
弥
七
の
弟
子

の
文
治
は
、
そ
れ
を
受
け
て
同
社
境
内
に
、

常
打
ち
の
「
咄
小
屋
（
寄
席
小
屋
）」
を

開
い
た
こ
と
か
ら
、
２
０
１
１
年
10
月
に

文
治
を
顕
彰
す
る
「
上
方
落
語
寄
席
発
祥

の
地
」
碑
が
建
て
ら
れ
た
。

　

こ
の
坐
摩
さ
ん
で
碑
巡
り
を
終
え
て
帰

宅
し
た
い
が
、
本
町
駅
に
戻
れ
ば
船
場
セ

ン
タ
ー
ビ
ル
地
下
１
階
の
「
船
場
女
将
小

路
」
と
「
船
場
茶
屋
小
路
」
に
直
結
し
て

い
る
。
そ
の
一
軒
の
居
酒
屋
に
立
ち
寄
る

の
も
何
か
も
御
縁
に
違
い
な
い
。

　

今
回
は
、
市
内
の
神
社
に
、
上
方
落
語

の
「
碑
」
を
巡
り
ま
す
。

大
阪
天
満
宮

　

ま
ず
は
、
大
阪
天
満
宮
の
北
門
を
出
た

と
こ
ろ
の
天
満
天
神
繁
昌
亭
か
ら
。
そ
の

前
に
「
天
満
天
神
繁
昌
亭
」
の
碑
が
建
つ
。

２
０
０
６
年
９
月
、
同
宮
か
ら
土
地
の
提

供
を
う
け
て
繁
昌
亭
が
で
き
た
こ
と
は
周

知
だ
ろ
う
。
受
験
の
神
様
の
地
で
、
落
語

家
が
す
べ
る
の
も
何
か
の
御
縁
か
。

　

碑
文
に
は
、
上
方
落
語
が

江
戸
中
期
の
米
澤
彦
八
の

「
辻
は
な
し
」
を
出
発
点
と

す
る
こ
と
や
、
１
８
０
０
年

こ
ろ
に
桂
文
治
が
坐
摩
神
社

で
常
打
ち
の
寄
席
を
開
い
た
こ
と
な
ど
を

記
し
て
い
る
。

　

彦
八
の
芸
は
「
仕
方
物
真
似
」
と
呼
ば

れ
る
身
振
り
を
交
え
た
大
道
芸
だ
っ
た
が
、

そ
の
後
は
話
芸
を
主
に
し
た
大
道
芸
に
発

展
し
て
い
く
。
そ
れ
で
も
現
在
の
よ
う
な

寄
席
が
生
れ
る
の
は
、
江
戸
後
期
の
初
代

桂
文
治
を
俟
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

生い

く

く

に

た

ま

國
魂
神
社

　

天
神
さ
ん
を
出
て
、
地
下
鉄
谷
町
線
南

笑
う
落
語
の
大
阪 

第
二
十
八
回

た
か
し
ま
・
こ
う
じ
　
大
阪
大
学
招
聘
教
授
、大
阪
天
満
宮
文
化
研
究
所
研
究
員
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
上
方
落
語
支
援
の
会
理
事
な
ど
。

◉
お
断
り
　

　

天
満
天
神
繁
昌
亭「
天
神
寄
席
」の
本
誌
で
の
ご
案

内
は
、先
月
６
月
を
持
っ
て
終
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

月
刊
島
民
で
は
、近
々
に
趣
向
を
替
え
場
所
も
変
え
た

落
語
会
の
ご
案
内
を
考
え
て
お
り
ま
す
。お
楽
し
み
に
。

な
お
、毎
月
25
日
の
天
神
寄
席
は
今
後
も
続
き
ま
す
。こ

ち
ら
も
ご
贔
屓
に
。

上
方
落
語
の
碑
巡
り
は
い
か
が
。

髙
島
幸
次

国
人
留
学

生
と
い
う
設

定
の
少
年
B
o
b

を
中
心
に
、
国
籍

豊
か
な
友
人
た

ち
が
公
式
H
P
や

Instagram

を

通
し
て
、
大

阪
の
魅
力
を

発
信
。
B
o
b
誕
生
に
立
ち
会
っ
た
W
e
b
担

当
の
吉
川
由
美
さ
ん
は
「
外
国
人
目
線
の
フ
レ

ン
ド
リ
ー
な
ア
ピ
ー
ル
が
、
海
外
か
ら
の
人
気

の
理
由
だ
と
思
い
ま
す
」。
ま
た
、「
大
阪
観
光

局
の
H
P
を
見
て
み
る
と
、
た
と
え
ば
レ
ト
ロ

建
築
の
紹
介
は
香
港
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
が
多
い
。

こ
う
い
っ
た
分
析
か
ら
、
海
外
が
注
目
し
て
い

る
大
阪
が
わ
か
り
ま
す
ね
」
と
も
。

　
「
と
は
い
え
外
国
人
が
惹
か
れ
る
大
阪
は
、

私
た
ち
が
好
き
な
大
阪
の
延
長
線
上
に
あ
る
ん

で
す
」
と
野
口
さ
ん
。
そ
れ
を
実
感
し
た
の
は
、

「
北
浜
テ
ラ
ス
」（
P
６
）
の
人
気
ぶ
り
だ
。
大

阪
市
中
央
公
会
堂
な
ど
の
レ
ト
ロ
建
築
を
バ
ッ

ク
に
朝
か
ら
晩
ま
で
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
、

中
之
島
の
魅
力
を
う
ま
く
活
か
し
た
水
辺
の
テ

ラ
ス
。
街
を
楽
し
む
セ
ン
ス
は
、
世
界
共
通
だ

っ
た
よ
う
だ
。「
特
別
に
外
国
人
向
け
を
つ
く

る
の
で
は
な
く
、
街
の
動
き
に
合
わ
せ
て
ア
ピ

ー
ル
し
て
い
く
の
が
、
こ
れ
か
ら
大
事
に
な
っ

て
い
く
と
考
え
て
い
ま
す
」
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日時／2016年8月18日（木） 
7:00PM～8:30PM頃（開場6:30PM～）

会場／大阪倶楽部
受講料／2,000円
定員／200名
主催／ナカノシマ大学事務局
協力／大阪倶楽部

募
集
要
項

お名前・ご住所・電話番号・人数・講座名を明記の上、下記までハガキ、ファック
ス、もしくはHP内の応募フォームからお申し込みください。複数名でご参加希望
の場合、ハガキ、ファックスについては、人数分の必要事項を明記してください。

〒530-0004 大阪市北区堂島浜2-1-29 古河大阪ビル4階
「ナカノシマ大学8月講座」受付係　FAX.06-4799-1341

※先着順で受付後、7月20日前後より受講票をお送りします。
※受講料は講座当日に受付にてお支払いください。
※定員に達した時点で申し込みは締め切らせていただきます。
※当日のお車ならびに自転車でのご来場はご遠慮ください。

 「大阪ミステリー夜話」

21世紀の
懐徳堂

プロジェクト

大正13年竣工の名建築が、
重厚な雰囲気を演出！
今回の会場は、関西で最も古い紳士社交倶楽部である
大阪倶楽部。大正13年（1924）に竣工した名建築が放
つ重厚かつ壮麗な雰囲気が、対談に彩りを添える。

新本格ミステリーの旗手と現役医師作家。
異なる「ミステリー」を描く2人が明かす、
書くこと、デビュー前、ドラマ裏話…。
　作家・有栖川有栖さんの新刊『鍵の掛かった男』（幻冬舎）は、全
編を通して中之島が舞台だ。有栖川さんはテレビドラマにもなった
「火村英生シリーズ」の登場人物の住まいを夕陽丘にするなど、大
阪が登場する作品をたくさん書いている。他に天王寺七坂を舞台に
した短編集『幻坂』（角川文庫）など、有栖川さんにとって大阪は常
に舞台になっている。
　医療をテーマに多くの話題作を発表する久坂部羊さんも、大阪や
神戸を舞台にした作品が多い。特に、出世作とも言うべき『破裂』
（幻冬舎文庫）は自らの母校でもある大阪大学医学部がモデルだと
思われ、「大阪にはむき出しの本音やギラギラした感じがあって、人
間ドラマになりやすい」と語っている。
　デビュー以来、大阪に住んで作品を書き続ける２人だが、実は不思
議な縁で結ばれていた。今回はその2人がミステリーの舞台としての
大阪や、街や人が放つドラマ性について語り合う。また、作家ならで

はの創作にまつわるエピソードや読書歴、デ
ビュー前の秘話、さらにテレビドラマ原作者
としての裏話も。人気作家同士が語り合う
貴重な機会をお見逃しなく。

 「大阪ミステリー夜話」
対談／有栖川有栖（作家）　

　　　久坂部羊（作家・医師）

2016年8月講座 ◎今月の授業

 【ミステリー】

ケータイからは
こちら！→

お問い合わせ☎ 06-4799-1340
（ナカノシマ大学事務局） 

ナカノシマ大学の最新情報は 
http://www.nakanoshima-univ.com

小説家が
語り合う「謎」

写真／浜田智則
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う
す
ぐ
天
神
祭
。「
天
神
さ
ん
」
と

言
え
ば
、
大
阪
天
満
宮
の
祭
神
で
あ

る
菅
原
道
真
の
こ
と
だ
が
、
そ
の
天
神
さ
ん

に
ま
つ
わ
る
こ
ん
な
本
が
出
版
さ
れ
た
。

　

本
誌
の
連
載
（
P
9
）
で
も
お
な
じ
み
、

髙
島
幸
次
先
生
に
よ
る
『
奇
想
天
外
だ
か
ら

史
実
─
天
神
伝
承
を
読
み
解
く
─
』（
大
阪

大
学
出
版
会
）
は
、
菅
原
道
真
に
ま
つ
わ
る

さ
ま
ざ
ま
な
「
天
神
伝

承
」
に
つ
い
て
、
そ
の

成
立
か
ら
広
ま
っ
て
い

く
過
程
を
丁
寧
に
追
う
。

　

今
や
「
学
問
の
神
さ

ま
」
と
し
て
全
国
的
に

有
名
だ
が
、
菅
原
道
真

の
伝
承
に
は
実
に
多
様

な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
。
有
名
な
の
は
、

大
阪
天
満
宮
の
創
始
と
し
て
伝
わ
る
一
夜
に

し
て
７
本
の
松
が
生
え
て
光
り
輝
い
た
と
い

う
「
七
本
松
伝
承
」
や
、
太
宰
府
に
左
遷
さ

れ
る
道
真
が
自
邸
の
梅
に
和
歌
を
詠
む
と
、

そ
の
梅
が
太
宰
府
へ
飛
ん
で
い
っ
た
と
い
う

「
飛と

び
う
め梅

伝
承
」
か
。

　

あ
る
い
は
、
太
宰
府
へ
向
か
う
道
中
に
道

明
寺
の
叔
母
を
訪
ね
た
際
、
夜
明
け
に
鶏
が

鳴
い
た
た
め
に
出
発
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く

な
り
、
以
来
、
道
明
寺
周
辺
で
は
鶏
を
忌
避

し
て
飼
わ
な
く
な
っ
た
と
い
う
「
道
明
寺
鶏

る
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
に
も
や
っ
ぱ
り
理
由
が

あ
る
。

　
「
天
神
信
仰
が
成
立
し
た
の
は
平
安
中
期

の
こ
と
で
し
た
。
日
本
神
話
の
成
立
か
ら
大

き
く
遅
れ
て
、
新
参
の
〈
カ
ミ
〉
と
し
て
登

場
し
た
天
神
が
、
先
行
す
る
八
百
万
の
神
々

を
凌
駕
し
て
伝
播
・
浸
透
す
る
に
は
、
す
ぐ

れ
て
魅
力
的
な
天
神
伝
承
が
必
要
で
し
た
。

（
略
）
日
本
神
話
が
国
の
成
り
立
ち
を
〈
物

語
る
〉
の
に
対
し
て
、
天
神
伝
承
は
そ
の
成

立
や
由
来
や
正
当
性
を
〈
主
張
す
る
〉
も
の

だ
っ
た
の
で
す
」（「
は
じ
め
に
」
よ
り
）

　

何
か
新
し
い
も
の
を
流
行
ら
せ
よ
う
と
思

え
ば
、
そ
れ
ま
で
と
は
違
う
イ
メ
ー
ジ
を
持

た
せ
た
り
、
別
の
も
の
と
結
び
つ
け
て
ア
ピ

ー
ル
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
広
め
よ

う
と
し
た
人
た
ち
の
意
図
が
加
わ
る
（
こ
れ

は
今
も
同
じ
だ
ろ
う
）。
天
神
伝
承
が
多
彩

な
の
は
、
現
在
の
よ
う
に
広
く
信
仰
さ
れ
て

い
る
こ
と
の
結
果
で
も
あ
る
わ
け
だ
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
伝
承
や
神
話
の
持
つ
メ

ッ
セ
ー
ジ
の
豊
か
な
こ
と
。
神
々
に
託
さ
れ

た
、
昔
の
人
た
ち
の
思
い
を
読
み
解
く
楽
し

さ
を
味
わ
え
る
。

鳴
説
話
」
な
ど
も
あ
る
。

　

こ
れ
ら
は
言
っ
て
み
れ
ば
、
奇
想
天
外
な

作
り
話
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
を
読
み
解

け
ば
「
深
遠
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
浮
か
び
上
が

っ
て
く
る
」
と
髙
島
先
生
は
書
く
。「
七
本

松
伝
承
」
は
、
な
ぜ
松
な
の
か
？　

な
ぜ
7

本
な
の
か
？　

は
た
ま
た
、
な
ぜ
道
真
と
梅

や
鶏
は
深
く
結
び
つ
け
ら
れ
る
の
か
？　

そ

こ
に
は
ち
ゃ
ん
と
意
味
が
あ
る
。ま
さ
に「
奇

想
天
外
だ
か
ら
史
実
」
な
の
で
あ
る
。

こ
ろ
で
、
な
ぜ
菅
原
道
真
に
関
わ
る

言
い
伝
え
は
こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
あ

取
材・文
／
大
迫 

力（
本
誌
）

も

と

大阪天満宮表門の「十二支方位盤」（上写真）に彫られた鳳
凰にも奥深いメッセージが。

『奇想天外だから史実
─天神伝承を読み解く─』

（髙島幸次／1,800円＋税／
大阪大学出版会）
　大阪天満宮や天神祭の研究
者、髙島幸次先生のライフワー
クである「天神伝承」の研究成
果をまとめた１冊。全国各地に
流布する伝承や説話を歴史学
のアプローチで掘り下げ、そこに
秘められた史実を明らかにしよう
と試みる。学術的な内容だが、
努めて平易な言葉遣いなのがあ
りがたい。書店にて発売中。

天
神
さ
ん
に
ま
つ
わ
る
伝
承
に
は

深
い
意
味
が
あ
っ
た
。
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第27回

 ［丸
ま る い ち

一商店］@フジカワビル

取材・文／大迫 力（本紙）

　大阪に数多くの建築を遺し
てきた村野藤吾。公共建築か
ら喫茶店まで手がける多作の
建築家で、近年再評価の声が
高まっている。
　堺筋沿いに昭和28年（1953）
に建てられたフジカワビルも
村野建築の一つ。１階奥の華
麗な螺旋階段が印象に残って
いる人も多いだろう。元はビ
ルのオーナーが営む画廊が入
っていたが、このほど新たに
バトンが渡されることとなっ
た。高麗橋の老舗楽器商［丸
一商店］が移ってきたのだ。
　昭和２年（1927）に楽器の輸入を始めた丸一商店は、日本に初め
て名器「ストラディバリウス」を紹介するなど、音楽好きには知ら
れた存在。一時期は大阪フィルの事務所も置かれ、指揮者・朝比奈
隆もよく出入りしたそうだが、あくまで「会社」であり、「とても
気軽に入れる雰囲気ではなかった」（社長・磻田光一さん）。
　新社屋は大通りに面し、１階部分はガラス張り。歩いていると展
示されたバイオリンが目に入り、ビルの雰囲気も相まって、楽器に
縁はなくてもふと入ってみたくなる。今までとは打って変わって、
街や人との距離がぐっと近づいた。実に思い切った移転だ。
　「このビルは絵画や建築などの芸術を守ってきた場所です。そこ
に移ることで、私たちが守ってきた音楽という芸術を、これからも
大切にしていくという心意気を示す必要があると思ったんです」
　そう話すのは部長の鈴木麻衣子さん。今の時代に決して安いとは
言えない楽器を商う中、自分たちの財産は積み重ねてきた歴史にあ
ると再認識したのだという。「昔は丸一しかやっていなかったこと
も、当たり前になってきている。その中で選んでもらうには、長い
時間をかけて培ってきた信頼を守って、活かしていかなければ」。
　５月１日に移転して早速、鈴木さんが「丸一らしい」と話す出来
事があった。ご主人の介護中の女性が、看板を見て「40年前、主人
が楽器を買ったの」と訪ねてきた。結婚した当時を思い出して嬉し
くなったというその女性は、花束を持って再びやってきたそうだ。

　弦楽器を中心に、ヨーロッ
パから輸入した楽器の卸業
と小売を行う。輸入楽器の
調整や、修理のための工房
も併設する。また、コンサート
や楽器の体験会を開催し、
音楽に親しむ機会を積極的
に生み出している。チェロ、バ
イオリンの教室では、随時生
徒を募集している。☎06-
6201-0044　10:00AM
～7:00PM（ギャラリー）
月曜休

丸一商店

1階中央は吹き抜けに。赤
絨毯を敷き、これまでにはな
かった楽器などの展示スペ
ースを設けた。

2階奥の工房。ここで職人と
話しながら、好みの音の楽器
を選んでいく人もいる。壁の
向こうには試奏室が。コンパク
トながら、考え抜かれた設計。

新しくレッスン室になった2階
の道路側のスペースは元社
長室。ここにあった村野デザ
インのイスやテーブルはギャ
ラリーで使われている。

5月28日に行われたバイオリ
ンコンサートの様子。移転直
後から精力的にイベントを開
催している。

老舗楽器商が、新たな場所にかける思い。

堂
島
リ
バ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
舞
う

涼
し
気
な
金
魚
の
群
れ

堂
島
リ
バ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
舞
う

涼
し
気
な
金
魚
の
群
れ

堂
島
リ
バ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
舞
う

涼
し
気
な
金
魚
の
群
れ
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中之島オープンテラス
期間／～10月30日（日）まで　
※無休・雨天決行
時間／12:00AM～11:00PM
メニュー／「たけだＢＢＱ シュラスコプラン」
5,000円（飲み放題付き）
スタンダードＢＢＱ 4,000円（飲み放題付き）
アラカルトメニュー300円～、生ビール500円など
予約・問い合わせ／☎080-3501-1296
http://www.nakanoshima-terrace.com/

舟
か
も
め
」
と
の
コ
ラ
ボ
企
画
も

進
行
中
と
の
こ
と
。
中
之
島
の
水

辺
活
用
は
ど
ん
ど
ん
進
化
し
て
い

る
。（
江
口
由
夏
・
本
誌
）

大
阪
駅
周
辺
・
中
之
島
・
御
堂
筋

周
辺
地
域
は
、
国
際
競
争
力
の
強

化
を
図
る
上
で
特
に
有
効
な
「
特

定
都
市
再
生
緊
急

整
備
地
域
」
に
指

定
さ
れ
て
い
る
。

　

第
１
回
の
会
合
に
は
、
大
阪
府

や
市
、
国
の
関
係
機
関
、
中
之
島

の
民
間
企
業
が
参
加
し
、
中
之
島

エ
リ
ア
の
整
備
計
画
（
素
案
）
や

都
市
再
生
安
全
確
保
計
画
（
素
案
）

に
つ
い
て
意
見
が
交
わ
さ
れ
、
引

き
続
き
官
民
一
体
と
な
っ
て
整
備

を
進
め
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
た
。

　

災
害
な
ど
緊
急
時
の
安
全
確
保

に
つ
い
て
は
、
近
年
、
都
市
部
に

お
い
て
の
大
き
な
テ
ー
マ
に
な
っ

て
い
る
。
作
成
さ
れ
た
都
市
再
生

安
全
確
保
計
画
（
素
案
）
に
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
う
こ

と
や
ル
ー
ル
を
制
定
す
る
こ
と
が

盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
今
後
は
行

政
や
各
事
業
者
に
加
え
、
ま
ち
づ

く
り
活
動
を
推
進
し
て
き
た
地
域

団
体
「
中
之
島
ま
ち
み
ら
い
協
議

会
」
や
一
般
市
民
も
一
緒
に
な
っ

て
、
都
市
の
防
災
性
・
安
全
性
に

関
す
る
活
動
を
進
め
て
い
く
必
要

が
あ
る
。　
（
大
迫 

力
・
本
誌
）

　

熱
帯
魚
や
水
草
な
ど
を
水
槽
に

配
置
し
、
思
い
思
い
の
世
界
を
演

出
す
る
「
ア
ク
ア
リ
ウ
ム
」。
特
に
、

デ
ザ
イ
ン
性
の
高
い
水
槽
や
照
明
、

映
像
や
音
楽
な
ど
を
組
み
合
わ
せ

た
「
ア
ー
ト
ア
ク
ア
リ
ウ
ム
」
が

近
年
話
題
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ

ま
で
全
国
の
主
要
都
市
会
場
で
展

示
さ
れ
て
き
た
が
、
誕
生
１０
周
年

に
あ
た
る
今
年
は
最
大
規
模
で
開

催
。
し
か
も
、
堂
島
リ
バ
ー
フ
ォ

ー
ラ
ム
と
い
う
中
之
島
エ
リ
ア
で

の
開
催
は
初
と
な
る
。

　

会
場
で
は
お
よ
そ
８
千
匹
の
金

魚
が
艶
や
か
に
泳
ぐ
。
最
大
規
模

の
会
場
だ
け
に
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ

の
作
品
が
圧
倒
的
な
存
在
感
。
見

ど
こ
ろ
は
、
川
に
見
立
て
た
複
数

本
の
水
槽
を
ア
ン
グ
ル
を
変
え
て

鑑
賞
で
き
る
「
華

魚
繚
乱
」、
ま
る
で

空
中
を
錦
鯉
た
ち
が
舞
っ
て
い
る

か
の
よ
う
な
「
ア
ー
ス
ア
ク
ア
リ

ウ
ム
・
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
」
な
ど
だ
が
、

百
聞
は
一
見
に
如
か
ず
。
た
だ
金

魚
や
錦
鯉
が
泳
ぐ
だ
け
で
は
な
い

空
間
は
、
そ
の
場
に
流
れ
る
音
楽

や
照
明
な
ど
が
合
わ
さ
っ
て
、
初

め
て
一
つ
の
作
品
と
な
る
。
生
き

て
い
る
美
術
館
と
し
て
も
、
こ
の

夏
だ
け
の
ク
ー
ル
ス
ポ
ッ
ト
と
し

て
も
ど
う
ぞ
。（
江
口
由
夏
・
本
誌
）

　

５
月
３０
日
、
大
阪
市
役
所
に
お

い
て
、
大
阪
駅
周
辺
・
中
之
島
・

御
堂
筋
周
辺
地
域
都
市
再
生
緊
急

整
備
協
議
会
の
第
1
回
中
之
島
地

域
部
会
が
行
わ
れ
た
。

　

こ
の
部
会
は
、
政
令
に
よ
っ
て

都
市
再
生
の
拠
点
と
し
て
整
備
推

進
が
指
定
さ
れ
た
地
域
に
お
い
て

行
わ
れ
る
も
の
。
中
之
島
を
含
む

ト
ウ
ミ
ン
月
報

２０１６年７月１日発行

アートアクアリウム展
～大阪・金魚の艶～
&ナイトアクアリウム
期間／7月6日（水）～9月5日（月）
時間／日曜～金曜11:00AM～
9:00PM（最終入場は8:30PM）
※土曜・7月17日（日）・
8月11日（木・祝）～14日（日）は
～11:00PM（最終入場10:30PM）
入場料／1,000円
問い合わせ／☎050-5542-8600

　

最
近
の
中
之
島
は
、
水
辺
へ
行

け
ば
何
か
し
ら
行
わ
れ
て
い
る
こ

と
が
増
え
た
。
こ
の
６
月
か
ら
、

大
阪
市
役
所
前
の
土
佐
堀
川
沿
い

に
は
２
０
０
席
以
上
の
テ
ー
ブ
ル

と
イ
ス
が
並
べ
ら
れ
、
夜
は
Ｂ
Ｂ

Ｑ
の
に
お
い
が
た
だ
よ
い
、
か
な

り
羨
ま
し
い
光
景
が
広
が
っ
て
い

る
。
３
年
目
を
迎
え
る
期
間
限
定

の
「
中
之
島
オ
ー
プ
ン
テ
ラ
ス
」

で
は
10
月
い
っ
ぱ
い
ま
で
、
毎
週

末
の
Ｄ
Ｊ
イ
ベ
ン
ト
、
の
ど
自
慢

や
フ
ラ
ダ
ン
ス
シ
ョ
ー
な
ど
イ
ベ

ン
ト
盛
り
だ
く
さ
ん
で
開
催
中
だ
。

　

今
年
の
目
玉
は
、
巨
大
な
肉
の

塊
や
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
を
串
に
刺
し

て
豪
快
に
焼
き
上
げ
る
ブ
ラ
ジ
ル

料
理
「
シ
ュ
ラ
ス
コ
」。
芸
人
の
た

け
だ
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
さ
ん
が
考
案

し
、
ト
マ
ト
や
玉
ね
ぎ
た
っ
ぷ
り

の
マ
リ
ネ
風
ソ
ー
ス
を
添
え
れ
ば

女
性
も
ぺ
ろ
り
と
い
た
だ
け
る
。

Ｂ
Ｂ
Ｑ
の
ほ
か
に
も
約
30
種
の
ア

ラ
カ
ル
ト
メ
ニ
ュ
ー
も
あ
り
、
一

杯
か
ら
で
も
気
軽
に
楽
し
め
る
。

ま
た
初
の
試
み
と
し
て
、
あ
の
「
御

中
之
島
の
開
発・安
全
確
保
に
関
す
る

第
１
回
中
之
島
地
域
部
会
が
開
催

中
之
島
の
開
発・安
全
確
保
に
関
す
る

第
１
回
中
之
島
地
域
部
会
が
開
催

中
之
島
の
開
発・安
全
確
保
に
関
す
る

第
１
回
中
之
島
地
域
部
会
が
開
催

手
ぶ
ら
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う
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水
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の
テ
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で
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B
Q

手
ぶ
ら
で
ど
う
ぞ
!

水
辺
の
テ
ラ
ス
で
B
B
Q

手
ぶ
ら
で
ど
う
ぞ
!

水
辺
の
テ
ラ
ス
で
B
B
Q

堂
島
リ
バ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
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涼
し
気
な
金
魚
の
群
れ

堂
島
リ
バ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
舞
う

涼
し
気
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金
魚
の
群
れ

堂
島
リ
バ
ー
フ
ォ
ー
ラ
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に
舞
う

涼
し
気
な
金
魚
の
群
れ

出展予定作品
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http://festivalplaza.jp/　
提供／株式会社 朝日ビルディング

祝 祭 へ よ う こ そ 。

フェスティバルプラザで会いましょう。   Vol.1

Information from ラ・フェット ひらまつ ［中之島フェスティバルタワー37階］

　「南フランスの星つきレストランでも、季節が良いとテラスで
食事する文化があるんです」と長谷川シェフ。フランス式にア
レンジした「天空のガーデンテラス」が昨年好評で、今年は規
模も拡大して９月16日（金）までの開催。リクエストが多かった
魚介メニューも味わえる。通常営業はランチ3,400円～、ディ
ナー9,000円～。☎06-6233-1139 11:30AM～
1:30PM(LO) 5:30PM～8:30PM(LO) 無休
https://www.hiramatsurestaurant.jp/hiramatsu-lafete/

毎月確実に読みたい方は、ぜひお申し込みください。まずは下記の電話番号までお問い合わせ下さい。

編集・発行人／江 弘毅（編集集団140B）
編集・発行／月刊島民プレス　
若狭健作　綱本武雄（株式会社 地域環境計画研究所）　
松本 創　江口由夏　大迫 力（編集集団140B）
〒530-0004 大阪市北区堂島浜2-1-29 古河大阪ビル4階
Tel 06-4799-1340　Fax 06-4799-1341
制作進行／堀西 賢（ALEGRESOL）
デザイン／山㟢慎太郎　
表紙イラスト／奈路道程
印刷／佐川印刷株式会社

い
し
、
結
果
を
出
す
こ
と
で
日
本
の
料
理
レ
ベ

ル
や
地
方
の
食
材
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
。
10
年

前
に
日
本
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
さ
れ
た
豆

腐
や
味
噌
は
、
今
や
世
界
中
で
受
け
入
れ
ら
れ

て
、
大
会
で
も
使
わ
れ
て
い
ま
す
か
ら
ね
。
フ

ラ
ン
ス
か
ら
「
こ
れ
が
フ
ラ
ン
ス
料
理
で
す
よ
」

と
持
っ
て
き
た
も
の
を
、「
こ
れ
も
フ
ラ
ン
ス
料

理
な
ん
だ
」
と
、
も
っ
と
日
本
か
ら
ア
ウ
ト
バ

ウ
ン
ド
し
な
く
て
は
い
け
な
い
。

　

私
は
、
お
腹
を
満
た
す
だ
け
で
な
く
、
思
い

出
や
記
憶
に
残
る
も
の
が
最
高
級
フ
ラ
ン
ス
料

理
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
人
と
の
会
話
や
景
色
、

音
や
見
た
目
、
五
感
を
フ
ル
活
用
し
て
味
わ
っ

て
も
ら
え
る
も
の
。
夢
は
、
そ
こ
に
日
本
の
食

材
が
た
く
さ
ん
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
。
こ
の
小

さ
な
島
国
に
こ
れ
だ
け
発
信
で
き
る
も
の
が
あ

る
ん
だ
と
、“Étonné

（
お
ど
ろ
き
）”
を
盛
り

込
ん
だ
料
理
を
本
大
会
で
も
披
露
し
た
い
。

　

国
内
や
世
界
を
飛
び
回
る
こ
と
が
増
え
る
だ

ろ
う
と
思
い
ま
す
が
、
常
に
私
の
拠
点
は
中
之

島
の
こ
の
店
で
す
。
２
０
１
２
年
の
オ
ー
プ
ン
当

時
は
、
関
西
の
食
材
を
知
り
尽
く
し
て
い
な
か

っ
た
部
分
も
あ
り
ま
し
た
。
４
年
が
経
っ
て
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
深
め
て
土
台
を
固
め
る
こ
と
が
で

き
、
こ
れ
か
ら
が
本
当
の
勝
負
と
な
る
で
し
ょ

う
。
世
界
か
ら
中
之
島

に
戻
っ
て
き
て
、
こ
の

素
晴
ら
し
い
眺
望
と
共

に
記
憶
に
残
る
料
理
を

つ
く
り
た
い
で
す
ね
。

み
な
さ
ま
の
お
越
し
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
「
ボ
キ
ュ
ー
ズ
・
ド
ー
ル
国
際
料
理
コ
ン
ク
ー

ル
」
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？　

隔
年
で
行
わ

れ
て
い
る
フ
ラ
ン
ス
料
理
の
世
界
大
会
で
、

私
た
ち
料
理
人
に
と
っ
て
は
ワ
ー
ル
ド
カ

ッ
プ
か
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
か
と
い
う
く
ら
い
権
威

が
あ
り
ま
す
。
実
際
、
ス
ポ

ー
ツ
の
試
合
み
た
い
に
に
ぎ

や
か
で
、
タ
イ
マ
ー
の
音
も

聞
こ
え
な
い
く
ら
い
（
笑
）。

　

今
回
、
チ
ー
ム
・
ジ
ャ
パ

ン
が
ア
ジ
ア
大
会
で
優
勝
し

ま
し
た
。
来
年
の
１
月
に
フ

ラ
ン
ス
の
リ
ヨ
ン
で
、
各
地

域
の
代
表
が
合
流
す
る
本
大

会
が
あ
り
、
今
は
そ
の
準
備

期
間
で
す
。
優
勝
常
連
国
は
、

国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
な
る

く
ら
い
予
算
を
か
け
て
い
て
、

審
査
員
に
美
味
し
く
食
べ
て

も
ら
う
た
め
に
設
備
の
充
実
も
惜
し
ま
ず
、
料

理
人
へ
の
サ
ポ
ー
ト
も
ば
っ
ち
り
で
す
。
初
出

場
し
た
２
０
０
７
年
に
世
界
の
本
気
を
目
の
当

た
り
に
し
て
、
意
識
が
変
わ
り
ま
し
た
ね
。

 　

10
年
越
し
に
、
優
勝
が
叶
う
か
も
し
れ
な
い
。

私
の
心
境
も
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
昔
は
若

さ
ゆ
え
に
、
自
分
が
有
名
に
な
り
た
い
、
と
い

う
気
持
ち
が
強
か
っ
た
の
で
す
が
、
今
は
後
輩

た
ち
に
世
界
を
見
せ
に
連
れ
て
行
っ
て
あ
げ
た

 「
世
界
の
視
点
を
中
之
島
に
持
ち
帰
っ
て
、

 『
記
憶
に
残
る
料
理
』を
披
露
し
ま
す
」

 「ボキューズ・ドール国際料理コンクール」に
日本代表として出場する

 ［ラ・フェット ひらまつ］
総料理長

長谷川幸太郎さん
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土
佐
堀
通

大江橋駅

京阪電車
中之島線北

浜
駅

地
下
鉄
堺

東
横
堀
川筋

線

天
満
橋
駅

扇 町 通

堂
島
川

土
佐
堀
川

堂島クロス
ウォーク

大阪府庁

ホテル京阪
天満橋

阪神
百貨店

阪急百貨店

阪急梅田駅

大阪
駅

大阪天満宮駅
地下鉄谷町線

曽 根 崎 通JR東西線

住友病院

松
屋
町
筋

堺
筋

四
つ
橋
筋

御
堂
筋

な
に
わ
筋

谷
町
筋

上
町
筋

天
満
橋
筋

地
下
鉄
谷
町
線

大
川

地

地
下
鉄
御
堂
筋
線

下
鉄
四
つ
橋
線

肥
後
橋
駅

本
町
駅

本
町
駅

堺
筋
本
町
駅

福島
駅

北新地駅

阪神
梅田
駅

西
梅
田
駅

東
梅
田
駅

梅
田
駅

福島
駅

阪神
本線

新福
島駅

扇
町
駅

天満駅

南
森
町
駅

天
神
橋
筋

新
御
堂
筋

なにわ橋駅

京阪本線

靱公園

愛日
会館

淀
屋
橋
駅

北御堂

大阪市
中央卸売市場

ラ・フェット ひらまつ
（中之島フェスティバルタワー
37F／P14）

古河大阪ビル

ド
ー
チ
カ

中之島バンクス
OMMビル

大阪
市役所

NCB
ホテル

日本銀行
大阪支店ダイビル本館

グランフロント大阪

江之子島文化芸術創造センター

リーガ
ロイヤル
ホテル

国立国際
美術館

大阪市立
科学館

ABC朝日放送

大阪大学
中之島
センター

大同生命
大阪本社

渡辺橋駅

天満天神繁昌亭（P9）

公会堂SHOP
（大阪市中央公会堂B1F／P4）

東洋陶磁美術館

大阪府立中之島図書館

大阪科学技術館
大阪城
天守閣御霊神社

大阪天満宮（P11）

丸一商店
（フジカワビル／P12）

アートエリアB1

8/18
ナカノシマ大学
開催!

8/18
ナカノシマ大学
開催!

五感
北浜本館

（P4）graf studio（P5）
大阪国際会議場

（P5）

中
之
島
駅

中之島オープンテラス（P13）

堂島リバー
フォーラム（P9）

適塾
大阪倶楽部
（P10）

7/14
ナカノシマ大学
開催!

7/14
ナカノシマ大学
開催!

大「島民」MAP 橋を渡って通う人、川を見ながら帰る人、
みんな「島民」です!

●京阪電車関連　京阪電車主要駅／京阪シティモール／京阪モール／デリスタ天満橋店／ホテル京阪天満橋／ホテル京阪京橋
●大阪市北区・中央区・福島区　［書店］旭屋書店 梅田地下街店／紀伊國屋書店 梅田本店・グランフロント大阪店・本町店／ジュンク堂書店 大阪本店・梅田ヒルトンプラザ店・天満橋店／MARUZEN&ジュンク堂書店 梅
田店／文教堂書店 淀屋橋店／隆祥館書店　［公共施設・大学関連施設など］アイスポット／朝日カルチャーセンター／味の素 食のライブラリー／ABC朝日放送／大阪企業家ミュージアム／大阪倶楽部／大阪工業技術専
門学校／大阪国際会議場／大阪市中央公会堂／大阪市立科学館／大阪市立総合生涯学習センター／大阪市役所市民情報プラザ／大阪城天守閣／大阪商工会議所／大阪大学中之島センター／大阪21世紀協会
／大阪府立中之島図書館／大阪ボランティア協会／大阪歴史博物館／追手門学院 大阪梅田サテライト／川の駅はちけんや／関西学院大学 大阪梅田キャンパス／慶應大阪シティキャンパス／国立国際美術館／CITY 
NAIL'Sインターナショナルスクール／芝川ビル／市立住まい情報センター／少彦名神社／中央電気倶楽部／適塾／ホテルNCB／メビック扇町／立命館大阪オフィス／龍谷大学大阪梅田キャンパス　［店舗・医院など］ア
ンドール 本町本店／上町貸自転車／Ultra 2nd／江戸前鰻料理 志津可／天満橋鍼灸整骨院／MJB珈琲店／エルマーズグリーン コーヒーカウンター／大西洋服店／OOO(オーー)／カセッタ／喫茶カンターロ／喫茶
SAWA／グランスイート中之島／黒門さかえ／コモンカフェ／The Court／サトウ花店 中之島本店／ザ・メロディ／シアトルベストコーヒー新関電ビル店／じろう亭／Girond's JR／心斎橋山田兄弟歯科／住友病院／セブン
イレブン大阪証券取引所店／タピエスタイル／たまがわ鍼灸整骨院／東郷歯科医院／NAKAGAWA1948 淀屋橋店／ナンジャーノ／パストラーレ／花かつ／BAR THE TIME 天神／平岡珈琲店／ビルマニアカフェ／
FOLK／フレイムハウス／ミニジロー／宮崎歯科／やきとりばかや／吉田理容所／LES LESTON
●大阪市内その他　［書店］旭屋書店 なんばCITY店／紀伊國屋書店 京橋店／ジュンク堂書店　難波店／福島書店／柳々堂／ルーブル書店　［公共施設・大学関連施設など］大阪科学技術館／大阪市社会福祉研
修・情報センター／大阪市立中央図書館／大阪府立江之子島文化芸術創造センター／川口基督教会　［店舗・医院など］あじさい／アートアンドクラフト／欧風食堂 ミリバール／大阪シティ信用金庫 江戸堀支店／御舟か
もめ／カルチャーカフェ上方／Calo Bookshop and cafe／写真とプリント社／鳥かごキッチン／ネイルサロン スワンナ／バルピコ／ホステル64オオサカ／MANGUEIRA／Loop A　
●大阪府下　旭屋書店 京阪守口店／学運堂／Books 呼文堂／水嶋書房 くずはモール店／大阪狭山市立図書館／大阪市立難波市民学習センター／大阪大学企画部広報・社学連携事務室／大阪大学 21世紀懐徳
堂／大阪大学本部／摂南大学 地域連携センター／野村呼文堂／郵政考古学会／ゆったりんこ／連携考房 童子
●大阪府以外　ジュンク堂書店 西宮店／恵文社 一乗寺店／水嶋書房 丹波橋店／伊丹市文化振興財団／川のほとりの美術館／納屋工房／タバーン・シンプソン／百練／奈良県立図書情報館
●東京　往来堂書店（千駄木）／BOOKSルーエ（吉祥寺）／B&B（下北沢）／隣町珈琲（荏原中延）／ONLY FREE PAPER（渋谷）

『月刊島民』はここでもらえます。

バックナンバーをご希望の方には１冊100円（手数料）でお譲りしています。なお、品切れの号もありますが、予めご了承ください。お問い合わせは下記の電話番号まで。

毎月確実に読みたい方は、ぜひお申し込みください。まずは下記の電話番号までお問い合わせ下さい。

◎バックナンバーお譲りします。

◎定期購読も受け付け中です。

編集・発行人／江 弘毅（編集集団140B）
編集・発行／月刊島民プレス　
若狭健作　綱本武雄（株式会社 地域環境計画研究所）　
松本 創　江口由夏　大迫 力（編集集団140B）
〒530-0004 大阪市北区堂島浜2-1-29 古河大阪ビル4階
Tel 06-4799-1340　Fax 06-4799-1341
制作進行／堀西 賢（ALEGRESOL）
デザイン／山㟢慎太郎　
表紙イラスト／奈路道程
印刷／佐川印刷株式会社

次号予告中之島ミステリー研究会
作家・有栖川有栖さんの『鍵の掛かった男』は中之島を舞台に展開する物語。
実は意外と多い、中之島周辺が登場するミステリー作品を紐解いてみよう。

●『月刊島民』vol.97は2016年8月１日発行です!
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